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Abstract

Approximately　BOO 　skin 　color 　data　of 　the　lower　cheek ，　the　upper 　Gheek ，　and 　the　neck 　of　Japanese　females　were

Qbtained 　in　bQth　1991 −1992 （
191

　 data）and 　1999 ・2002 ぐ01　 data）ushg 　the　same 　colorimeter ，　and 　the　skin 　color

change 　of　Japanese 　female　in　the 　1990s 　was 　investigated．　For　analyzing 　the　contribution 　of 　two 　factors，　whlch

were 　the　measurement 　year　and 　the　age 　grQup ，　on 　Munsel　l　H ，　V，　and 　O ，　two−way 　analysis 　of　variance （ANOVA ）

was 　conducted ．　 The 　 results 　 showed 　that　the　 face　 skin 　 color 　of 　Japanese　 female　became 　yellowish ，　 light，　 and

unsaturated 　cobr 　s 啗nificantly 　 in　 approximately 　 10years 　 in　 1990s ．　 The 　 data　of 　each 　 year　were 　classifSed 　by

10・year　age 　group　for　t−test　for　analyzing 　age −group　data，　resul 加 g　in　the　same 　col α change 　as 　that　of 　ANOVA ．

The 　color 　change 　in　the †hirties　was 　the　Iargest，　and 　the　s『gnificant　difference　of　V 　value 　of　the　Iower　cheek

between 　the　twenties 　and 　the　thirties　was 　disappeared　in，

01　data　by　the　increase　of　V　value 　of　the　thirties．　The

t−test　of　an 　age −group　of
’91　 and 　the　10−year　e 【der　age 　group　of

’
01data　was 　conducted 　for　testing　simulated

identical　person
「
s　aging ，　resulting 　in　the　same 　color 　change 　as 　that　of　ANOVA ．丁h「s　imp］ied　that　the　facial　skin

color 　of　individual　became 　lighter　in　spite 　of　approximately 　l　O−year　aging ，　indicating　that　the　skin 　color 　became

dark　generalIy．　It　was 　suppQsed 　that　these 　skin 　colQr 　changes 　were 　due　to　the　decrease　of　experlence 　of　tanning

with 　the　upli †t　Qf　UV −proteCtiOn　COnsCiOuSneSS ．

Keywords ：skin 　color　change
，
　Japanese　female，　Iight　skin ，

　aging ，　suntan ，
　whitening

要 　旨

　 1991 〜 1992 年 お よ び 1999 〜2002 年 にそ れ ぞれ約 800 名の 日本人女性のほ お下、目の下、首の 肌色 デ
ー

タ

を同
一

の 色彩 計を用い て収篥 し、そ の 変化につ い て 分析を行 っ た （そ れぞれ 「
’
91 データ」、「01 データ」と呼ぶ）。マ

ン セル表色値 H ，V、0 に対す る測定年 と年代 の 二 要因 の 分散 分析の結果 、1990 年代 の 約 10 年 の 間 に 日 本人女 性 の 顔

の肌色は統計的に有意な差 をも っ て黄み よ りで、高 明度、低彩度 の方 向へ と変化 していた 。 各 測定年の デ
ー

タを 10

歳毎 の 年代に 分 け て 行 っ た 同年代 デ ー
タの t検定 に お い ても 同様の結果 が得 ら れた 。 こ の検定 では特 に 30 歳代 が大

き く変化 して お D 、
101

データ で は、30 歳代の 明度 Vの 上昇 に よ り、ほ お 下 に お い て 20 歳代と の 有意差が消失 して

い た 。
’
91 デ

ー
タ ど 01 デ

ー
タ の 年 代を

一
年代ず ら して 比較 した擬 似的な 同

一
人 加齢変化の t検 定 で は 、ほ お下 、目

の下 において前述の肌色変 化が起 こ っ ていた。この結 果は、通常明度 を低 下させる約 10年間の加齢 にも かかわ らず、

各人の 顔の 肌色の明度は 上 昇 した と い うことを示 して い る。以上の肌 色変 化 は紫外線 防御意 識の向上 とそ れに伴う日

焼け経 1験の 減少に よるも の である と推測された 。

キ
ー

ワ
ー ド　肌色の 変化、日本人女性、色 臼、力口齢 、日焼 け、美 Eヨ
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L重彑壁 三ユ旦go 年代t’おける日杢人女性の肌色変化 1

1．序論

　か つ て ヨ
ーロ ッ パで は肌 が白いこ とがス テイタス で

あ D 、有害と知りながら鉛 白を顔に塗 り、時には血を

抜くなど して肌 を臼く見 せて い た 。 これは日焼けを し

て いない 自い肌 が屋外 労働 を しない支 配階級 である 証

で あ っ た ため で ある 。しか し 産業革命が起 こ り屋外労

働を する経験が減 っ た 19 世紀 には、日焼け した肌 が

流行するよ うにな っ た。人々は 「バ カ ン ス を取る こ と

が で き る ほ ど の 裕福さ」を Eヨ焼け 肌 で ア ピ
ー

ル し たわ

けで ある 1〕
。 この よ うに肌色 の流行 はその 時代の価 値

観を反映 して 常に変化 して お り、「時代を映す鏡」と言

える 。

　近 年 の 日本人 の肌 色 は 「美 白」、「ガ ン グ ロ 」な ど話

題が尽きなか っ たが、実際 にはどの ように変化 したの

で あ ろ うか 。肌色の 変化を定量的に分析するには 、色

彩計 によ っ て 測定された肌色 デ
ー

タの 解析が有効で あ

る 。 以前 よ り しば し ば肌色の 測定は 行わ れ て い た が、

残念なが ら使用する色彩計や測定法などが統一されて

い な か っ た ため 、正 確に 比較す る こ とは 困難 で あ っ

た PO −4）。肌 は半透明な物質であ る ため 測色の 際に エ ッ

ジ ロ スが起 こ り、皮膚 内 を伝 達 しやすい 長波長の 光 は

肌外部に放出され受光部に回収さ れ に くい ．こ の 長波

長 の 「回収」の程度 は色彩計の 機種によ っ て 異な り、

異機種 間の デ
ー

タ を単純 に比較す る ことはで きないた

めである 。 従 っ て 過去に 多くの デ ータが ある にもか か

わ らず肌色の経年変化に つ いての 考察は事実上不 可能

で あ っ た。著者 らは 同 じ機種を長 年 にわ た り使 用 し、

「990 年代初頭 とその 約 10 年後で あ る 1990 年代末

〜2000 年代初頭 に多 くの 日本人女性の肌色デー
タを

取得す る こ とが で きた （それぞ れ 「91 データ」、「
101

デ
ータ 」と呼ぶ）。 本稿で は 両 データを比較する こ と で 、

1990 年代 の日本人女性の 肌色変化 を考察 する 。

2 ．手法

2．1．使用 デー
タの詳細

　データ収集には分光型の 色彩計GM −1000RH （コ ニ

カ ミ ノル タセ ン シ ン グ、東京）を 用いた 。こ の 色彩 計

の標準品 は 照明径が直径 11mm 、測定径が直径 8mm

である が、エ ッ ジ ロ ス を軽減さ せるた め照明径を直径

15mm に、肌の微細な色むらが測定値に与え る 影嚮を

軽減するた め測定 径を直径 10mm に変更 した も の を採

用 した 。 「
191

デ
ー

タ」は 1991 〜 1992 年に測定され

た 20 〜59 歳の 首都圏在 住女性 794 名 、「
「01 デ

ー
タ」

は 1999 〜2002 年 に測定 され た 20 〜69 歳の 首都 圏

在住女性888 名で ある ．両 データ は様 々な季節に取

得 されてお り、年間を通 した平均的な 肌色 である。そ

の人数内訳と平均色彩値および標準誤 差を表 1に示 す 。

測定部位は、ほお下 （一般 にいう 「ほお」よ り下部にあ

た り、フ ェ
ー

ス ラ イ ン に近い 位置）、目の下 （眼窩 を避

けた赤み が出や すい 部位）、首の 三 箇所で あ る 。そ れ

ぞ れの おお まか な部位を図 1に示 す。な お、ほお下 は

シ ミ ・ソ バ カ ス や赤み など色の トラブルが発生 しに く

い ため 、肌 色 の 基準の 部位 と 考え 、主に こ の部位のデ

ー
タを図示 してい く 。

　対象者は首都圏在住女性の み で ある が、東京 ・横浜

の女性肌色の 明度は最も高い栗北地方と最も低い 沖縄

地方 の間 に位 置 し、中間的 な値を持 っ て いる こ とが報

告されて おり 5 ）、日本人女性の 代表値として扱 うこと

がで きる と考えられ る。

2 ．2．使用 し た色彩値

　修正 マ ン セル 表色系 a の色相H 、明度 V、彩度 0 を使

用 した e

一
般に広 く用い られ て い る 01EL ＊a 物

＊
表色系

を使用 し な か っ た理 由は 肌色領域に お ける CIE　L ＊

a
＊b ＊

表 色系 のメ トリ ッ クク ロ マ C 。。

＊

の歪 みにあ る 。 マ ンセ

ル 表色系は心理実験によ り構築さ れた知覚的に等間隔

な表色系で ある 。

一方、CIE　L ＊

ゴ ゲ 表色系はマ ン セル

表色系を記述 するよ うに作 られた Adams −Nickerson

の 色差式を基 礎と して お り、知覚的均等空間 で あ る マ

ン セル 表色系を目指 して 作られ た と考える こ とがで

き る が 7）、対 象 が肌色 の場 合 、彩度 に問 題 が生 じる。

a
＊ 一び 平面 上 の 修正 マ ン セ ル の 等彩度曲線は 理 想的に

は真円とな るべ ぎである が、肌色領域である 10R か ら

lOYR にか け て 等彩度曲線が b＊
が正の方向へ 伸 びてい

る 帥
一／

コ／。そ の 結果 、同 じ彩度 0 で あ っ て も 赤み よ D の

色 相で は小さな 〔⊃。詳、黄みよ りの 色相では大 きな 0 ボ

とな り、彩 度 Cに対 しC。b ＊
は歪ん で いる と考える こ と

が で きる。こ の 歪み は肌色 の 評価にお い て 無視 で きな

いほ ど大き いため、本稿で は修正 マンセル 表色系を使

用する こ とと した。

へ

｝

／

ガ

乙
豊

目の 下

ほ お下

首

図 1　 大まかな測定部位

「
一
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表 1　両デー
タの 年代別人数内訳 と 平均色彩値および標準誤差

データ数
〃 レ o

年代 部位
平 均値 標準誤 平 均値 標準誤差 平 均値 標準誤

20歳代 335
ほ お下

目の 下

　　首

3．64YR1
．20YR6

．76YR

0．0920
．1050

．064

6．416
．186

．26

0．0130
．0140

．014

3．804

．033

．73

0．0160
．0160

．017

30歳代 178
ほお下

目の 下

　　首

3．65YR2
」9YR6
．93YR

0」260

」440
．088

6．266
．006
．15

0．0180

．019aO20

3．924
．183
．83

0．0220

．0220
．024

寸

段

無
姑

　［
『ト

右
く匚

“

　11
ト

蚤

40歳代 244
ほお下

目の下

　　首

4．00YR2
．22YR7
．08YR

0．1080

」230
．075

6．215

．966
．22

OD160

，0160
．017

4．024

．253
．78

0．0180

，0190

．020

50歳代 37

ほ お下 ．

目 の 下

　首

3．78YR2
．73YR7
．30YR

0．2770

．3160
．192

6．216
．006

．24

0，0410

．0420
．044

3．984
．143

，83

0．0470

．0490
．052

60歳代
一 　 一 一 　 一 一 一

20〜
50歳代

794

ほ お下

目 の 下

　首

3．76YR2
．23YR6

．92YR

0．0840
．0960

，058

6．316
．066

．22

0．0120
．0130

．013

3．904
．133

．77

0．0140
．0150
．016

2Q歳代 175
ぼお下

目 の 下

　首

5．57YR2

．81YR739YR

0．1270

．1450

．088

6．636

．346

．32

0．0190

．0190

．020

3．613

．933

．63

0．0220

．0230

．024

30歳代 198
ほ お 下

目の 下

　　首

5．50YR3
．16YR7
．12YR

0」200

」360
．083

6，586
．236
．31

0．0180

．0180
．019

3．644
．013
．63

0．0200

．0210
．023

40歳代 205
ほお下

目の下

　首

5．45YR3
．35YR7
．17YR

0．村 80

．1340
．082

6．446

．12628
0．0170

．0180
．018

3．814
．113
．68

α0200

．021D
．022

Q コ

器

蝋
黙

　11
ト

虚
如

燃

　11
ト

葺

50歳代 193
ほ お下

目 の 下

　首

5．55YR3
．63YR7
．24YR

0．1210
」380

．084

6．296
．106
．24

O．0180
．0180
．019

3．914
．083
．76

0．0210
．0220
．023

60歳代 117
ほお下

目の 下

　首

5．96YR4

．33YR7

．38YR

O．1570

．1780

．108

6．296

．116

．13

0．0230

．0240

．024

3．833
．973

．82

0．0260

．0280
．029

20 〜

50歳代
771

ほお下

目の 下

　　首

5．55YR3
．25YR7
．22YR

0．0610
．0690
．042

6486
．196
．29

0．0090
．0090
．010

3．744
．043
．68

0．0100
．0110
．011

30〜
60歳 代

713
ほお下

目の 下

　首

5．57YR3

．54YR
フ．21YR

0．0650

．0740
．045

6．426
．146
．26

0．0100
．0100
．010

3．794

．053
．71

0，0110
，0120
．012

［ 1122 　　　 ＿　　
．
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2．3，解析手法

　統計ソ フ トと して SPSS 　ver 、11．5J　for　Windows

を用 い 、分散分析お よびt検定 によ り肌色変化の 分析を

行 っ た 。 最初に、両測定 年の 日本人女 性全体の肌色変

化 を調べ るため 、20 〜50 歳代の デー
タ を使用 し、測

定年および年代の 2 要因 の分散分析を行 っ た。そ の下

位 検定 で は、各測 定年 における加齢 変化に着目するた

め、測定年毎に年代の各水準に対 して多重 比較 （Tukey

法）を行 っ た。まだ 91 お よび 01 両 デ
ー

タ に お ける同

年代の肌色変化を分析するため、同年代の ペ アに対 し

t検定を適用 した 。 さ らに擬似的 な同
一

人加齢変 化 に

つ いても t検定 を適 用 した 。これは
T91

デ
ー

タと
’
01 デ

ー
タは 約 10年の 問隔 を置 い て測定 され たデ

ー
タであ

る こ とを応用 した 分析で あ る。 1991 年 こ ろ 20 歳代

であ っ た人 はその 約 10年後で ある 2001 年こ ろは 30

歳代であると考える ことができ 、両測定年の デ
ー

タを

一年代ず らして ペ ア にする こ とによ り、擬似的に同
一

人の加齢変化を調べ る こ とが で きる 。 本稿で扱 うデー

タ は 厳密には同
一人で はないが無作為 に抽 出された多

数の デ
ー

タであるた め、こ の ような分 析が可能で あ る。

3．結果 と考察

3．1．20 〜50 歳代デ
ー

タの分散分析

　 20 〜50 歳代データの色相H 、明度レ、彩 度 Cに対 し、

測 定年 およ び年代 を要 因 と した 2要 因の 分散分析を行

っ た と こ ろ 、3部位の全 て の 色彩値にお い て測定年の

主効果 が確認 で き た 。 表 2に分散分 析 結果 を、図 2 に

各色彩 値の測定 年 による変化 と測定 年要 因の 検定 結果

を示す 。 また 参考 と して、色相H 一明度 V、および彩

度 0 一
明度 Vの 直交 座標平 面 におけ る

191

と
「
01 両デ

ー

タのほ お下 の分布と 950！ot：頼楕 円を図3 に示 す。こ れ

らの 結果か ら、 1990 年代の 約 10 年 間で 日本人の 20
〜50 歳代の 肌色は 統計 的 に有意 な 差 をも っ で、黄 み

8YR ．

6YR

工 　　 　 i
擘 4yRL
咀］　　 1

　 2YRe

　　 ！

亠

ζ
10RL ．＿＿＿＿． L

6．56

．4

＞ 6．3

豁 6，26

，16

よ りで高明度、低彩度方向に変化 した ことが確認 でき

た 。 さ らに肌色の 白さに対応する 明度 Vで は 3部位全

て にお い て測定年要因 と年代要 因の 間に交互作 用が認

め られ、
’91 データど Ol デー

タの差が年代 によ っ て 異

なる ことが わか っ た。こ の交 互作用に つ い て は 3 ．3 に

て 多重比 較を行 う こ と に よ り詳細に検証 する 。 な お図

3か らわ かる よ うに、彩度 0 は明 度 Vとの相 関が高 く、

連動 しで変化す る傾向があ るため 、 以降は彩度0 一
明

度 V面 の グ ラ フ は 省略 す る 。

表 2　20 〜50 歳代データ に 対す る 2要因 の 分散分析結果

　　 （n ．＄，：有意差 な し、＊
：p ＜ 0．05 、

＊ ＊

；p ＜ O、01 、

　 　
＊ ＊ ＊

：p く 0 ．001 ）

，
91

’
01

部 位 要 因
〃 有 意

確率

レ有意

確率

0有意

確率

測 定年

’
91
’
010

．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

O、GOO
＊＊＊

ほ お下 年 代

20歳 代

30歳代 ，

40歳代

50歳 代

　
　

0，000
＊ ＊ ＊

0．000
＊ ＊ 水

交 互 作用
嫐

纖覊：
0．000
＊＊牢

O．000
＊＊＊

測 定年

1911010
．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0．000
楙

目の 下 年代

20歳代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

0．004
＊＊

0．000
＊＊＊

O．000
楙

交 互作 用
蘿

匸

講

0．Q46
　 ＊

’【　卯　　ミ

韆
測定 年

F91

℃10

．003
＊ ＊

0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

首 年代

20歳代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

　 　
’“’」肖

繹

整
護

；

0．007
＊＊

0，001
＊＊

交互作 用
0．001

＊＊

0．OO2
＊＊

0．041
　 ＊

2ff
老

多
測定年

7 ；itPt
−
… 、 4．44

．20

　 4

礫 3．83

．6

’
91

測 定年

’
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3、4

図 2　20 〜50 歳代デ
ー

タの 各色彩値の 測定年 に よる 変化
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3．2，同年代 デ
ー

タ の t検定

　3 ．1で使用 したデー
タを測定年毎に 20 、30 、40 、

50 歳代と年代に分 け、3部位 x4 年代水 準 x3 色 彩値

の合 計36 個の 同年代デ ータ ペ ア に対 しt検定を行 っ

た 。 表 3 に t検定結果 を、図 4 にほお下 の各色 彩値の 加

齢変化 と同年 代 デ
ー

タの検定 結果 を示す。表 3よ りほ

とんどの ペ ア におい で 01 デー
タの方が統計的に有 意

な差を持 っ て 、黄み よ り、高明度、低彩度方向に変化

した ことが確認 でき た。こ の傾向は、特にほお下 ・
目

の下 の 30 歳代で顕 著で あ り、年 代 が あが るほ ど両 デ

ータ間の差 が小さ くなる 傾 向が あ り、50 歳代同士 の

比較で は有意差がない 部位 ・色彩値が多い 結果 とな っ

た 。 特 に 50 歳代 ペ ア
・
首 で は全 色彩 値 にお い て 有意

差 が確 認 できな いた め、両デ
ー

タ は同等の 肌色で ある

と い える 。 参考 と して 差が大きか っ た 30 歳代のほ お

下 の 色 相 H 一
明度 V面 に お ける分布 と 950 ／o 信頼楕円を

図 5に示す 。

7．5
● 1

’Olデー
タ＝7 ー

←

−

r

表 3　同 年代データ の t検定結果

7 ト

＞ 6

 長

』窿
R55

　　 x ：

’
91データ．．．一．．rt　tttt　　凡．．．−

　 10R　 25YR 　　 5YR 　 了5YR

∠
　 　 L −．．．．L−．
10YR 　 2．533544 ．5　　 5

部位 年代
〃有意

確率

レ有意

確率

o 有意

確率

20歳代
0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

30歳代
0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

ほ お下

40歳代
0．000
＊ ＊＊

0．000
＊＊ ＊

0．000
＊＊＊

50歳代
0．000
＊＊＊

講 灘
華li灘 難　 L胤

…7馨 钁
劉

・；嬲 鞭 灘欝
・：難韈 籌

20歳代
0．001
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0．001
＊＊＊

30歳代
0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0，000
＊＊＊

目の 下

40歳代
0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

尸賭 、
『1尸

50歳代
0，012
　 ＊

0．042
　 ＊ 講

20歳代
0，000
＊＊＊

0．011
　 ＊

　蓑戀

0．002
＊＊

30歳代

牌悟
　　　　

lP

・膠1遡　蒙
鑁
・
籥輟 饕蠶

0．000
＊＊＊

0．000
＊＊＊

首

40歳代

〜繋 　 　 　 、，・

ξ

鑾 靉爨

0．025
　 ＊

0．003
＊＊

溺
F…

　 鞣
’
鱇 謹

广蜘

50歳代 灘縢 撫 灘 ；韆

赤み ← 色 相 H → 黄み 彩度C

図3　20 〜50 歳代デ
ー

タの 色相H 一
明度 レ面、彩度 0 一

明度 V面 に

　　 お ける分布 と 950fot：頼楕円 （ほ お 下 ）

　 7YR ．＿、＿．
　　　iMean± S．E．
　 6Y 嘩

　　　…
＝ 5Y陣
驛　　1＊
喞 4YR

　 3YR2YR

「轡

騒
20歳 代 　　30歳 代 　　40 歳 代

　 　　　 　 年 代

」

弋

…

颯

・

0

皿

5

6 ．8

　 6．6

＞

笹 6．4

　 6．2

6

Mear1 ± S，E．

［
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凹
i芒
…
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20歳 代 　 30歳代 　 40 歳代 　 50歳 代

　 　 　 　 　 年 代

］

4．5Mean
± S．E．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊＊＊　　　　 n．S，

・
4

貰ヨ♪
郵

3．5
　　　　　　　　 ＋

’91デー
タ 1

　　　　　　　　 ■o ゴ 01デー
タ

1

3 ’
　一一．一…』

　 　 20歳 代 　 30 歳代 　 40 歳 代　 50 歳 代

　 　 　 　 　 　 　 年 代

図 4　各色彩値 の 加齢変化 （ほ お下）
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〉

燮

7．5

　　 i
7　 　 ・

　 　

6．5　 　

　 　 　 1

還 墾 ＿ i
　 7．5R　　　10R 　　2、5YR 　　　5YR 　　7．5YR 　　IOYR

　　　赤み ← 色相H → 黄み

図5　30 歳代 の 色相 H 一
明度 V面における分布 と 95 ％ 信頼

　　 楕円 （ほお 下）

3．3．多 重比較 によ る 加齢変化の 検定

　 3，1で 行 っ た分散分析の 下 位検定と して 、
「
91 デ

ー

タでの 年代 の各 水準 に対 して 、また 同様に
「
01 データ

での 年代 の各 水準 に対 して 別々 に多重比較 を行 っ た 。

そ の 結果を表4 に示 す 。 その結果、ほお下 お よび目の

下 の 明度 V にお い て興 味深 い 結果が得 られ た。ほ お下

の明度 Vにおい て
’
91 デ

ー
タ で は 20 歳代と 30 ・40 ・

50 歳代のそ れぞれとの間に有意差があ っ た が、30 ・

40 ・50 歳代の間 には、どの 組 み合 わせ にも有意 差が

な か っ た 。一
方、

’
Ol データで は20 歳代 と30 歳代に

は有意差がな く、他 の組み合 わぜ にはす べ て有意 差が

あ っ た。こ の 結果か ら、
F91

デ
ー

タは明度 V の 値に よ り

「高明度 の 20 歳代」と 「低明度の 30 〜50 歳代」に大

き く二 分さ れ て い たが、℃ 1デー
タで は 「高明度の 20

〜30 歳代」、「中明度 の 40 歳代」、「低明度の 50 歳代」

と い う3つ の グル ープに変化 した 、と考え る こ とがで

きる （図 6）。同様 に 目の下で は 「高明度の 20 歳代」と

厂低明度の 30 〜50 歳代」か ら 「高明度の 20 歳代」、「中

明度の 3D 歳代 」、「低 明度の 40 〜50 歳代」と い うグル

ー
プ分 けに変化 して い た （図7）。

　他の 色彩値では、色相H や首の 明度 ゾおよび彩度 C は

ほ とん どの組 み合わ せ におい て 有意 差が な く、また ほ

お下およ び 圉の 下の 彩度 0におい て は若年層 と高齢層

との 問に有意差がある こ とが多 いもの の、明度 Vの よ

うな は っ き りと した グル
ー

プ に は 分類で き な か っ た 。

　明度 Vで の グループ分けが部位に よ り異 なる結果 と

な っ たが、これは加 齢が肌 色 に与 え る影 響が部位によ

っ て 異な る こ とに原因がある と考え られる 。 顔の 部位

乙 とに色素沈着を持つ 人の割合が調査され てお り ／・：1、

本稿における 「ほ お下」に対応する部位よ り、「目の下」

に対応 す る部位 の方が 29 歳以下の 群と30 〜49 歳の

群の 差が大き く、力口齢の影 響が 出や すい ことが報告 さ

れ て い る。即ち、ほ お下 と 目の 下 に お い て 、
’
91 デー

タ で は 40 およ び 50 歳代 と同じ低明度の グル
ープに属

して い た30 歳代が、よ り高明度の グル
ー

プ （20 歳代 ）

に近 づ い て いる と いう点 は共 通 して い る が、目の 下の

方が元来、加齢に よりシ ミ
・ソ バ カスなどの色素沈着

が 出現 し や す い 部位 で あるた め、後 に4 ．1で述べ る 「日

焼け経験の 減少」によ る明度上昇の効果が打ち消され、

20 歳代と同 グル ープ にな る ほど明 度 が上昇 しな か っ

た と考え られる 。 首 にお いて明度 Vによ り明確な グル
ー

プに分 けられな か っ た の は明度の 加齢変化自体が小

さい ためで ある 。

：：：E
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図6　明 度 Vの 加齢変化〔ほ お下）
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，
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図7 　明度 Vの 加齢変化 （目 の 下 ）
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c

91データ

　 表4　年代の 各水準 に 対する多重比較結果 （表中数値 は有意確率を表す）

ほお下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目の 下

　 　 　 　 　 　
’
Dlデー學　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　

．
gcデータ
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00QO
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ooo4
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91 デ

ー
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H
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゜
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0げ 一
タ

℃1 デ
ー

タ

20 歳代

謬o歳代
．000
孝緋 30歳代

40歳代
0．DOO
＊淋

ooo
率榔

輯 歳代
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o．ooo
林‡

000D
‡‡亭 ド藩
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O．19
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oooo

牌 Ko
．DQ4
寒串

40歳 代

50 歳代
00Qじ

噺
岬
．難、ひ を　1

　　　　　　附
　　　　鐸

3．4 ．擬似同一人加齢変化のt検定

　 3．1で 扱 っ た デ
ー

タ に
101

デ
ー

タ の 60 歳代 を加え、
’
91 デ

ー
タ の 20 歳 代と

「
01 デ

ー
タ の 30 歳 代の 擬似 同

一
人加 齢ペ ア （以 降、「20 → 30 歳代」と 表現す る ）、

30 → 40 歳 代、40 → 50 歳 代 、50 → 60 歳 代、20 〜

5D → 30 〜60 歳代に つ い て t検定を行 っ た結果 を表5

に示す 。 ほお下
・
目の下 ではほ とん どの ペ アにお いて

統 計 的に有意な 差を持 っ て 、黄 み よ りで 高 明度、低彩

度 方向 に変化 した こ とが確 認 でき た 。 首で は、20 →

30 歳 代、30 → 40 歳 代、20 〜50 →30 〜60 歳 代 の

ペ ア で は全 で の 色彩値 にお い て 有意 な差 を持 っ て 、ほ

お下
・目の 下と同様の 変化を して い るが、40 → 50 歳

代、50 → 60 歳代の ペ ア で はほ とん ど の 色 彩値に有意

差がない 結果とな っ た。

　
’91 デ

ー
タ時の 年代を横軸に 取 り、上 記の 擬似同

一

人加齢 ペ アをそろ えて （例えば、
「
01 デー

タの 30 歳代

は
191

データ 時は 20 歳代 と して ）書き直 した ほお下の

各色 彩値 の加齢変化 グラ フ を図 8 に示す 。 どの色彩値

におい て も、
’
91 デ

ー
タど 01 デ

ー
タの折れ線の形状が

似て お り、約 10年が経過 して も年代問の 相対的な関

係を維持 して い る こ と が認 め ら れ た 。 ま た約 10 年間

で 色相H は赤み方向に、明度 Vは 増加方向に、彩度 C は

減少方 向 に平行移動 した 。 同様の 傾向 は目の下 におい

て も見 られたが、首にお い て は擬似同
一人加齢 ペ アの

肌 色は近 似 して お り明確 な傾 向が得 られな か っ た 。 し

たが っ て 日 本 人女 性 は 1990 年代 の 約 1D 年 の 間 の 加

齢 によ り、顔 の肌 色は黄 みよ りで 高明度 、低 彩度にな

っ たと言 うこ とが で きる。一
般に加齢によ り肌色の 明

度 が下が る こ とが知 られ て お り、こ の 傾 向は図4 にも

示 されて い る 。 しか し、上記の 結果は約 IO 年の 加齢

変化に もかか わ らず、肌 色が 高明度にな っ た とい う興

味深い 結果 を表 して い る 。
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図8 　
’g1 データ 時 の 年 代 に お け る 各 色 彩 値の 擬似同

一
人加齢変化 （ほ お 下 ）

4．総合考察

4 ．1．日本人女
ll
生の 10年 間の 肌色変化に つ い て

　修正マ ン セル表色値の分散分析の結果 か ら、 1990

年代初頭の 20 歳 代〜50 歳 代 の 日本 人 女 性 の 肌 色 は

相 対的に赤み よ り で 低明度か つ 高彩度であ り 、 その約

10 年後で あ る 2000 年代初頭 には統 計 的に有 意 な差

をも っ て、黄みよ りで高明度か つ 低彩度 の方向に変化

して いた 。明度 に関 し、よ り
一

般的な表現をすれば 「肌

色が 臼くな っ た 」また は 「色白 にな っ た」と言える で あ

ろ う 。 多くの 人数と幅広い年代の成 人女 性の デ
ー

タを

解析 した結果で あ るため 、日本人女性全体の肌 色が上

記の よ うに変化 したと言うこ とがで ぎる。こ の変化 は

同年代デ
ー

タおよ び 9 ］および 01 デ
ー

タを一年代ずら

表 5　擬似同
一

人加齢変化の t検定結果

部位 擬 似 加 齢 ペ ア
〃 　 忌

確 率

ゾ　 思

確率

o 有意

確率

20− 30歳代
O．000
＊右＊

0．000
林＊

0、000
準 寧＊

　 　 　 　 　 　　 0．DOO　 O．000 　 0．000
30噂40 歳代
　 　 　 　 　 　 　 ＊樽 　　　木 ＊＊　　　＊＊＊

ほ お下 40→50歳｛弋　　α000　〔LOOO　O・OOO
　 　 　 　 　 　 　 ＊ 串＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊ ＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 零 ＊＊

　　　　　　　　　　　　w、
・・一 ・・歳 f・ 禦 鑛10．009絆

20−50
→30−50歳 代

0．000
＊ ＊＊

0．000
＊ 粋

0．000
＊ 粘

20→30歳代
O．000
料 ＊

0．041
　 ＊

　肖广“’
＿瀞

舞繍 嚢

　 　 　 　 　 　 0．000　 0000
30→40歳代
　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊＊ 　 　 　＊ ＊ヰ

0．012
　 ＊

目 の 下
　 　　 　 　 　 　0．000　 0、OOO　 O．000
40→50歳代
　 　 　 　 　 　 　 榊 ＊ 　　 ＊ 串 ＊　　 串串串

　 　　 　 　 　 　0．000　 0．036　 0002
50→60歳代
　 　 　 　 　 　 　 承牢寧 　　　 ＊ 　　　　 ＊ 宰

20−50
→3   o歳代

0．000
＊ ＊＊

0．000
＊ ＊ ＊

0．000
雫半ネ

20→30歳代
0001

＊ ＊

OO18
　 ＊

0．000
＊ ＊ ＊

　 　 　 　 　 　 　 0．041　 0、000 　 0．000
30→40歳代
　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　 ＊＊ 串　　　＊＊ 宰

首 ・・一・… 糶黷覊 鍛緇 ・

鏨纛 萋

・・− 6D ・代 灘
0023
　 本 雛

20−50　　 　 　 　 0．000
→30−60歳代　 ネ 艸

0．015 　 0、000
　 寧 　 　 　 ＊＊ ＊
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し て 比較 した擬似同
一

人の 加 齢変化の t検定 にお い て

も、統計 的 に有 意な 差を持 っ て 、黄み よ り で高明度 ・

低彩度の 方向へ 変化 していた ことが確認で きた。

　肌色が 変 化 すれ ば、肌色 と関連が 深い化粧 （メーキ

ャ ッ プ）の色 も変化 する こ とが予想 される 。 特に フ ァ

ン デーシ ョ ン は 肌色に合 っ た色を使 用す る ことが基本

とされ て い るため、肌色が黄み よ りで 高明度 か つ 低 彩

度 に変 化す れば、必 要 とさ れる フ ァ ン デーシ ョ ン も同

様 に変化する はずである 。 フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン を色相 4

段階、明度 5段 階に分類 しそ の売 上 げ構成 比 の 変化 を

見る と 図9に示すよ うに 、 黄みよりで高明度の フ ァ ン

デーシ ョ ン の 割合が増え 、本稿で 明 らか にな っ た肌色

の変化と一致 している 。

　 こ の よ うに肌色 が白くな っ た原因 と して考え られる

の が紫外線の 有害性の認知 と、そ れ に伴 う日焼け経験

の減 少であ る。 1980 年代 の終わ り こ ろ か ら紫外線の

有害性が認知され始め、厂日焼け ＝ 体に悪 い」とい う認

識が 広ま っ た。したが っ て本稿 におけ る
’
91 デ ータ と

10

］デ
ー

タの 間の約 10年は紫外線 に対す る意識が急激

に変化 した 10 年で あ っ た の ではな いだろ うか．図 10

に示すよ うに サ ン ス クリ
ーン （日焼け止め）の市場 規模

も 91 年か ら01 年 にかけ 2倍近い伸びを示 して い る 11 〕。

また 2004 〜2006 年に 20 〜50 歳代の 363 名の 女性

を測定 したより新 しい 肌色デー
タ （「

’
05 デ

ー
タ 」と呼

ぶ）を図 11に示 す 。

「
01 デ

ー
タよ りも更 に黄みよ りで

高明度の 領域に変化 して い る が 、そ の 程度 は 小さ く、

急速 な肌色 変化 は 1990 年代 で 終息 しつ つ あ る こ とを

示 唆 して いる 。同年代 デ ータ の 比 較に お い て 50 歳代

にあま り有 意差 がな か っ た の は、紫外線に 注意を払わ

な か っ た 期間が 他の 年代よ り長 く、約 10 年間の 日焼

け経験の 減少 だけ で は十分に肌色が変化 しなか っ たた

め で ある と考えられる 。

　 さ ら に 2005 年に 20 〜72 歳の女性 60 名に対 して

　　　 ．

一

　一　 一コ
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行 っ た 日焼け止めの 使用部位に関す るア ン ケ
ー ト結果

を図 12 に示す 。近 年で は ほ とん どの人 が顔 に 日焼 け

止め を使用 する が L 首 に使用 する人は 未だに少な い 。

首の紫外線防御はおろそか なままで、以前 と変わ らず

日焼けを して いる と考え られ る。顔 の肌色 変化が大 き

く、首の肌色変化が 小さ い の は こ の ため で は な い だ ろ

うか e

　紫外線を浴びると肌が黒 くな り、明度が低下する こ

とは 十分検 EIEされ て い る た め 、こ の仮 説 によ D 明度 の

上昇は説明できる が、肌色 の色相 お よび彩度へ の紫 外

線の 影響 はまだ詳 しくわか っ てお らず、両 者の関 係解

明が今後の課題で ある。

4 ，2．特徴的な変化をした 30 歳代に 関する 考察

　同年代デ
ー

タの比 較において最 も大ぎな変化が見 ら

れたの ［ま30 歳代で あ り、こ の 年代で は顔部位で の 明

度 Vの大幅な上昇が確認で きた。結果と して 30 歳代が

20 歳代の 値 に近 づ き、両年代 間 に有意 差 がな くな っ

て い た。擬似同一人加齢変 化 の 検定 にお い て は 20 −

30 歳代の 変化が特に大きか っ たわけで はない 。しか

し図4 に示す よ うに
「
91 デ

ー
タ内の明度 Vの 低下は 20

歳 代 と 30 歳代 の 間 で 最 大 で あ る こ と を考慮す る と、

他の加 齢ペ アよ り大 ぎな肌 色変化である と考えるこ と

がでぎ る 。参考と して
191

デ ータ の 20 歳代およ び 30

歳代と
10

　1データの 30 歳代の ほお下の色相 H一明度 V

面の 分布 と 950／o信頼 楕円を 図 13に示 す。
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　　　 ン ケ
ー

ト結果 （株式会社資生 堂調べ ）
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．
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図 13　
’91 デ

ー
タの20 歳代および30 歳代と

101

デ
ー

タの

　 　　 30 歳代 の 色相H 一
明度 V面 に お け る 分布 と 95 ％ 信

　 　　 頼楕円 （ほ お下）

5．結論

　
’
91 お よび 01 デ

ー
タ に対 し修正 マ ン セル 表色値の 分

散分析および t検定を行い 、1990 年代の 日本人女性

の肌 色変化 に関 し以 下の こ とを 明 らか にする こ とが で

きた。

（1）　 20 〜50 歳代の 肌色データは統計的に有意な差

　　　を持 っ て黄み よ りで高 明度 か つ 低彩 度方 向に変

　　 化 した。

（2）
’91 および 01 データの同年代の 肌色データの検

　　 定 におい ても 同様 に統計 的 に有意な 差 を持 っ て

　　 黄 み よ り で 高明度か つ 低彩度方向に 変化 し て い

　　　た 。 その中でも特 に30 歳代の変化が大き い 。

（3） 擬似同
一

人力口齢変化の検 定 にお いて も統計的に

　　　有意 な差 を持 っ て 黄み よ D で高 明度か つ 低彩度

　　　方向に変化 していた 。

（4）　 （1）〜（3）で述 べ た変化 はほ お下 や 圉の下 と い

　　　う顔部位で 大き く、首で は小さ い。

　 「990 年代は日本人女性の 肌色がか つ て ない程 に急

激な変化 した時代で ある と考え られ る。我々は長期的

な視点を持ち、その 前後におい て多 くの 肌色データ を

取得 していた ため興味深い結果 を得る ことが できた。

6．付録

　参考と して、20 〜50 歳代デ
ー

タの CIE　L ’

a
’b＊表色

系 の 標準 イル ミナ ン トDf、h 照 明下 で の L ’−a 価 、　 L ＊ 一ゲ

面および a
＊ 一ゲ 面 に おける分布と 950／o 信re楕円 を図

14に示す。前述 のとお りC。。
＊

は黄 みよ りの色相 におい

て 大ぎ くな る傾向を持つ た め、マ ン セル 表色系に お い

て確認 で きた彩度低下 が∂
＊一ゲ 面では見 られない 。 GIE

L ’a ’to＊表色系 は汎用性や変換の しやすさな ど修正 マ ン

セル 表色系 よ り優 れ て い る点が多 く、有益 な表色 系 で

ある 。 C 。譜の 歪み へ の対応は早急 に検討 しなければな

らない課題 である。
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